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}量来乃JlT
〔施設名〕花菱ホテル

温泉の利用情報

循 環|有|理由:温度を下げるため

加温|無.

加 水|有
理由:通温に冷すため
加水程度:源泉率およそ99%、i客存物質合計(i谷槽)2，426mgjkg 
※源皐牟:下記の源泉及びぶ槽の成分分析結果から以下の式マ算出じてお句ます。季節等によっT変動Lますので

晶〈まで参考と vr<ださい。また、時間経過や砕却によ句源泉の成分総量が減少する場合があ句ます。

源泉牟(%)=(~槽内分析値)+(源泉分析値)x100

入浴剤及ぴl会主

殺菌剤 11l¥¥ 

その他|無

その他の薬剤:スケール付着防止のため、燐酸系薬剤を使用しています。

源泉所有者|自家源泉

お湯の感覚評価
-お湯の特徴:別府温皐北浜エリ7を代表する本格的世塩泉 -ぉi轟の色:薄緑色薄濁 l・1甚感と成分の解説:

-お湯の個性: 岨蜘多様鐙を表現するものであり.この温腕飲むことはできまぜん・l遺明恵 ー にご崎

つるつる感 酸味 苦味 塩味 甘 味 I r-寸ヶー一一「

ート+ー→事担ト→ー→型 空ト+十一→型空ト→+→型哲ト+十一寸事 I __ 
E タリア守~~ 譲厚

泡っき 硫黄臭 モール・油臭 その他の温泉臭，珍しき l ト4みーー__，.....:::j

Rトーー→型空(ト一一→宗明ト-e-一→空栴ーーー→型干トー←→与

薄埠色でわずかに濁ぅた湯マ、明確な塩唯と弱い

甘唯、苦唯がある.また、.{，ール皐の香句もかすかに

香る.重曹分が原因と思われるつるつる感が11-1'忌
じられる.湯上が句には告患成分によ句保温効果を

はうきり必E取るζとが出皐私

F噌11可
区、当

浴槽内・源泉の温泉分析情報
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-!賀.サトリウム一塩化幼・崖酸水量温泉に相当

3言55igiizii 
泉 i! 霊験

.洛槽容量:26.000リヲトル

・湿皐投入量:2.000リットル/時
・湛槽までの距雌:40m
・浴槽場の克換頼度:111に1田
・レジオネラ:検出されず

(平成18年3月29日)
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-湧出量 3.600リットル/時

・理皐温度:56.6"C
・擁舟J深度など:320m 動力

・擁n1年月日:昭和18-'1'-1月23同

* 表示用紙県賀

・成分佳 作133Zf五百lおEFEZ4rすl
liI.位 令怯 ヲ時カリ位。24 6pH8 101214  

-成分 値

平
一山瑚定年月a平成18'1-2月28回

数値の ，哩主・~岨司自h ・浴槽と源皐の「皐賀Jが同じであれば、2FJ皐に近い皐質的お湯に浴槽で堤かっている ζ とにな句ます。

見比べ方の屯五，邑，電~.皐宵や成分が異なっている場告は、加水が主な革国と考孟られます.1温泉町利用情事Uの「源泉皐Jを事考にして〈だき、、

制民集分所.
H酬聞，L~J:"醐}

温..分 省医・ t刷用繍冊分.，
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「¥一-ELum mm，|巴竺主コ
植・..阿' 岨..，，'"闘刊

帥民岬耐叫酔掴“，.， 附大.・・剤師.
m ・7制ー・ω • ，‘宵..生

.入浴やは撃を併にL入港後U休息をと'. ・入浴舎凶じめてシー7回復に「湯~た句J・".れる ζ とがある. ・入浴健は身体に付著した温泉の成分会水で洗い或さないζと.
・9島い温A院に.にんるとめまいH 起よY.があるので+分注意する♀と その時~I叫2同体港 Lて再lIA泌をうづける. ぐ湯ただれH長二 ιやすい人tまん，"a-後真水で身体をj追うか獄取る)
・入港時間は、はじめ&句10分場良い. ・温泉治療に公委な期周は2-3週間である. ・食$の直前、..掩の入港は趣吋る ζとが望ましい. 
. 最初の亀岡周~.A浴回..'"困 1司としその後182-3同aでとする. ・原則とιて、次の疾患の者は高温浴{42"CrAム) U忌とす'. .飲渇しての入浴ほ特"注意する ζと.

(高度の動脈硬化症・高血圧症・心蔵省高)


